
企業の魅力発表会



概要と特徴

「リクルーター養成ゼミ」の成果として、ゼミの中で学んだことを活かした自社メッセージを、県内学生に発表する「企業

の魅力発表会」を開催した。この発表会の最大の目的は、「非利用者アンケート」を収集できる点にある。求人企業

からのメッセージを聞いても、興味・関心が高まらず、応募に至らない生徒・学生たちの「正直な評価結果とその理由

は、企業へ就職することが目的である会社説明会で知りえることはできない。

この発表会の機会をとおして、なぜ自社のメッセージが学生の興味・関心を高めることができないのか要因を明確に

することで、メッセージを聞いた学生が県内中小企業への興味・関心を高め、就職につながってくれることを願いたい。

当プロジェクトの役割である採用力を向上させるという点においては、参加する中小企業が学んだメッセージの成果を

しっかりと受け取ることが、この発表会の最大の目的である。

まず県内大学の就職課やキャリアセンターに協力を依頼し、「企業の魅力発表会」について学生への広報・周知を

実施。またfacebook「チバQ」でも有料のイベント告知を行い、県内の生徒・学生に告知した。当日の発表の中では、

企業からは企業実習（ジョブシャドウィングもしくは自社インターンシップ）の有無を伝え、興味・関心が高まり、より知

りたい方は、ジョブシャドウィングもしくはインターンシップに参加することを促した。また、その後のリクルーター養成ゼミの

第6回で、学生からの発表を聞き、評価を入力したデータを個別に集計・分析を行い、発表した企業は分析報告書

として受け取る。この個別分析報告書により「非利用者アンケート」を含め、学生の率直な評価を取得することで、今

後のメッセージのあり方を、リクルーター本人の課題と合わせて発見し、改善する。

上記のようなフローを経ることで、当プロジェクトの目的である ①「伝えられる」ようにする。 ②「発見できる」ようにす

る。 ③「興味を示す」ようにする。の３つのステップを踏めることになる。
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「企業の魅力発表会」当日の流れは以下のとおりである。

実施内容

１）審査の方法講座

集まった生徒・学生向けに、まずはリクルーター養成ゼミと同じ担当講師により、「安定した仕事に

就く方法」という事前セミナーを60分間実施。３C分析やモチベーションリソースについて等、リク

ルーター養成ゼミでの要素をレクチャー。この後の発表での評価の仕方をワークを交えて実施。

２）企業の魅力発表タイム

1社5分という短い時間で、作成したスライドで自社の魅力を発表した。企業側から5分の発表

後、学生の評価入力で5分と、1社あたり10分の時間を使い、発表会を実施した。途中、休

憩を交えながら実施し、2日間でのべ20社の発表を実施。

３）評価をスマホで入力

用意されたwebフォームにスマホを使い、ＱＲコード読み取りでアクセスし、項目に従い評価を1

社ごとに入力。司会からは「皆さんは審査員です」と伝え、辛辣でも正直な評価を入力。

４）ホンネで立食パーティ

終了後は、夕食を兼ねた立食パーティを実施。発表した企業の採用担当者と評価をした学

生たちが、忌憚のない意見交換を行った。立食パーティに入る前に、１）の講師より、事後セ

ミナーを30分実施し、採用担当者とどのような話をするかのワークを行った後、パーティに移った

のが功を奏し、大変活発な意見交換が行われた。

＜参考＞

12月9日は、NHK千葉放送局の取材が入り、当日夜のNHK首都圏ニュースで放送された。



実施の２日間の出席数は以下の通り

参加した学生の所属する教育機関は以下の通り

【大学】

敬愛大学 順天堂大学 城西国際大学 千葉経済大学 千葉大学 玉川大学 帝京大学

出席者数 8 出席者数 12

出席社数 8 出席社数 12

欠席者数 1 欠席者数 0

欠席社数 1 欠席社数 0

出席予定者数 17 出席予定者数 16

出席予定校数 6 出席予定校数 6

出席者数 15 出席者数 15

出席校数 6 出席校数 6

欠席者数 2 欠席者数 1

欠席校数 0 欠席校数 0

出席者数 6 出席者数 4

欠席者数 0 欠席者数 3

出席者数 2 出席者数 2

欠席者数 0 欠席者数 0

12月9日　見学者出欠数 12月16日　見学者出欠数

12月9日　発表企業出欠数 12月16日　発表企業出欠数

12月9日　学生出欠数 12月16日　学生出欠数

12月9日　発表企業の関係者数出欠数 12月16日　発表企業の関係者数出欠数



12月9日（土）

12月16日（土）

「企業の魅力発表会」実施後に、ジョブシャドウィングの実施をfacebook「チバQ」で、PR配信



アンケート結果

生徒・学生、企業とも役立ち度、有意義度合いは大変高い。生徒・学生の中小企業のイメージが変わったかの設

問では、90％の割合で「変わった」となった。

参加した企業の終了後アンケート　

12/9 12/16

1.大変良くできた 0% 0%

2.まあまあ良くできた 38% 27%

3.どちらでもない 13% 9%

4.あまり良くできなかった 38% 46%

5.まったく良くできなかった 13% 18%

12/9 12/16

1.大変良くできた 13% 0%

2.まあまあ良くできた 63% 91%

3.どちらでもない 13% 0%

4.あまり良くできなかった 13% 9%

5.まったく良くできなかった 10% 0%

問３．全体を通して、ご感想はいかがでしたでしょうか？

12/9 12/16

1.大変有意義だった 75% 64%

2.まあまあ有意義だった 25% 27%

3.どちらでもない 0% 9%

4.あまり有意義ではなかった 0% 0%

5.まったく有意義ではなかった 0% 0%

問２．交流会では学生と充分な意見交換はできましたでしょう

か？

問１．プレゼンテーションについてはいかがでしたか？ご自身の意

見として素直にお答えください。

参加した生徒・学生アンケート　事前セミナーについて

1.非常に役立った 72%

2.少し役立った 28%

3.どちらでもない 0%

4.あまり役立たなかった 0%

5.全く役立たなかった 0%

1.非常に役立つ 86%

2.少し役立つ 14%

3.どちらでもない 0%

4.あまり役立たない 0%

5.全く役立たない 0%

1.非常に役立つ 73%

2.少し役立つ 24%

3.どちらでもない 3%

4.あまり役立たない 0%

5.全く役立たない 0%

参加した生徒・学生アンケート　企業プレゼンについて

1.大変参考になった 67%

2.少し参考になった 23%

3.どちらでもない 10%

4.あまりならなかった 0%

5.全くならなかった 0%

1.大変変わった 33%

2.少し変わった 57%

3.どちらでもない 3%

4.あまり変わらなかった 7%

5.全く変わらなかった 0%

Q1.事前セミナー「安定した仕事に就く方法」は、今日の「企業

の魅力発表会」に役立ちましたか？

Q2.事前セミナーで紹介した「3C分析」は今後の就職活動の際

の企業選びに役立ちそうですか？

Q3.事前セミナーで紹介した「モチベーションリソース」は今後の

就職活動の際の希望条件整理に役立ちそうですか？

Q1.各社の企業プレゼンを聞いて、今後の就職活動に参考にな

りましたか？

Q2.各社の企業プレゼンを聞いて、中小企業のイメージが変わり

ましたか？



成果と課題
「企業の魅力発表会」では、リクルーター養成ゼミを受講した採用担当者が5分間の自社PRを行

い、そのプレゼンテーションが「評価」される場となった。学生から直接評価を受けることができたことは

大変意義が大きい。参加した学生も採用に関わりがないため、辛辣な評価とコメントを正直に残し

てもらったことで、採用担当者にとっては、非利用者アンケートを得ることができ、大変大きな収穫に

なったのではないだろうか。

今回の発表において生徒・学生の評価が高かった採用担当者の共通点は以下の3点である。

①5分の時間を守っている。

②学生に向かって話している。

③メッセージがシンプル。

プレゼンテーションの内容そのものではなく、基本的なプレゼンテーション技法をしっかり行うことが学

生の「心」を動かすことになる。まずはこの３点をしっかり行えば、「もっと聞いてみたい」「職場体験に

行こうか」「質問をしてみよう」となるわけで、これが採用力向上の第一歩である。つまり、5分の時間

を守り、学生に顔を向け、メッセージを送ることは、相当な準備が必要で、「何を伝えるか」よりも「何

を感じてもらうか」にどれだけ準備に時間を割き、作り込んだかにかかっている。

学生がスマホで入力したデータを分析結果報告書（全体版）にまとめているが、「中小企

業への印象が変わった」が9割と大きな成果として確認できる。一方で、「就職活動の

際に、応募をしたくなるかどうか」については、半数以下にとどまった。今回をきっ

かけにこういった評価を受けることで改善を図り、自社の魅力を継続して発信し続け

ていくことが不可欠である。

≪参考≫
学生向け広報チラシ


